
クモの拍動、ウラシマグモ ・ワシグモの

飼育、観察会報告など

小日原城内高等学校生物研究部

ムラクモヒシカタグモの観察に明け暮れしていた部員が卒業してしまったら、
イ
ナて質的に本校の牛

物研究部員はいなくなってしまった。これてクモ研究も終わ りかと思っていたところへ、 2年 生か

数人入部し、新入生がどっと入部したのである。驚いてしまった。部員の中で、毎月の平塚地域の

クモ相調査に参加し、クモに興味を覚える人たちが出てきた。それらの調査 ・研究の中から、報告

する。なお、平塚の調査については、正式な報告は 1986年 の予定である。中間報告として本校生

物部員中心の記録が、顧間の佐藤伸
一教諭によってまとめられ、 「小田原城内高等学校LKl書館紀安 |

第 8号 に報告されている。なおこの他、顧問稲葉茂代理科助手による |ヤパネウラシマク
ト
モの習性 |

がA typusに投稿される。ここ 1、 2年 は クモ研究も活発に行なわれそうである。御指導御批判を

お願いします。  (顧 問 池 田博明 )

I ク モの拍動

きっかけと動機

1年  植 田恭子 ・沢田典子 ・岡部山美子 ・井上美樹

今年の 4月 に生物研究部に入部し、 クモの研究 を始めた。 6月 の 上旬、先生がアシブ トヒメグモ

を実体顕微鏡で観察 してい らした時 「クその背中が動いているのが見えるJと お っしゃった。 半信

半疑で顕微鏡 をのそいてみると、本当に動いていたのである。 「こオl′は面白い /Jと 思い
｀
クモげ

拍動
″
の研究 を始めたのである。

調査 した クモは、次の23種 である。〇は拍動が観察出来た クモ、 × は観察出来なか った クモ、△

は、背面が凸門 (ユ サを何 日も捕 らえなか ったため )し ていたので観察が出来るか どうか区別出才

なか った クモ。
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ア シ ブ ト ヒ メ グ モ  九 乃 c ι O s j 碗 ″ s  c r O S ボ ` F e s  O
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ナガヨカネグモ A rフ あO P c  bァ2 cれたとc九れ  ①

ヨガタコガネグモ  九 ″フιO P c初 ↓,″r a   O
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ラ Jロ ウ グモ  Nぜ Pん↓′a  c′Oυαrて!  ( )

ンロスツショウジ モ]ウ グモ  カ ケP s Oヽれ ダα S rを,ダ″` ?々宅  X

スクr 2オニグモ  y紀 7 ' 2 P′″己r  r z  Ⅲ2   ●

チ ュウガタシロカ子グモ  ろ f″●α2夕で あr  r r配″2  0

ヒラタグモ    [/アの“けでa cの向Pαィ′F′'S    ×

ヤ ミイ ロカニグモ メ / s r↓c″、 ごァ0ごg 2 s   ×

アダンソン^エ トリ ガ α S r 7  rれr s  αf 7αn sοれr  x

チャスジタヽエ トリ P′ 何 とββ″s  Pαy 2々′れ   ×

カラスハエ トリ / Pんcれで ざ″    x

ゎ六十コマチグモ  て'んtrα.々れrんと芝何 ブα″ο ttf rを171   C)

アシダカグモ r√"?″ 。βorr t r  υβたὰ oァと?  ×   以 上である。

測定は50どJの拍動数に要する秒数 を記録するとい う方法 を使用 した、,又 、 1頭 につき6回 程 (中

には 2,3回 だ ったものもあるが )測 定 し最大値、最小値 を除いたもので 1頭 の r`均値 を出した。

そのデータをなに [ン、 6つ の若眼点か らを押してみたⅢ

活眼点 とは 1)同 梅の クモで個体によるとがあるか どうか、 2)ク その活動状態によるとがた,る

な どうか、 3)雄 態 によるとがあるか どうか、 4)「 り種の クモで合によるとがあるか どうか、 5)

滞上によるとはあるか とうか、 6)種 類によるたがあるか どうか  で ある―)

ニオRら の活lIP x点を年めたデ
ーターをなに |クてまとめてみた ところ ド記のような結果が出た。

1)1可種の クモで佃体 による羊があるか どうた。

(P 測 夕Ftンた クキは デ 1ウ タモ ?|' + 4 f 4 ' Fで言,る。削ケiど日は1()チ,9, 1 0 F ]、ホi度は 19で であっ

た Ⅲ

A  … 体長 1 7 . 4仰   最 大tⅢ4 2  6  s  最 小値 3 1 6 s   平 均値 4 0 8 s

B      ″  18 2,71        7   45 7 s      ″    32 7 s        〃    38 24s

()…    ″  19 5111f4        ″   3丹 9 s      ″   30 0 s        '   36 21s

D ―    ″  24 7171       〃    35 o s      〃    25 9 s        ″    27 36s

ili:この データーよ りABCよ 平均値か似かよ っているが Dは 他 と比べると少 t″速 Flである――

|「]じ '・ rJ■グモ セば)戊体でも体長が兵なると平均値にも多少のずす1がイliじる。体長が大きくな

るにつれ、抽動は速 くな ってきている
'1子がわかる.】

の オ オ ヒメダモ幼生 ■2頭 も使 った ―損」定 日は 8月 L句 、温度は29℃前後であった。

A一  体 長 5■配     蛾 大値 423s  崩 小値 180s  平 均llf 30.82s

B …  イ (わ か らない /) ″  552ぶ    ″  440s   ″  4505s

(Aと Bの 側|には、 LHi日ではなく5日 Iヽ離オした日にイすった. )

Aと Bで は 平均値が1 ( )秒り 1准 がある 十 オ l :ズグモl t、個体によるたがかな りあるとい う結 果

にな った(】7、定か見た性ル ては、A . B !ギ )瑚し1末態であったが クモの本当の状態は、わか らない
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2)ク その活動状態によるとがあるかどうか

① ズ グロオニグモ4齢 の食事中 (エサを捕まえてじっとしていた )と安静時の比技

測定 日は 7月 10日頃、安静時の測定は 7月 5日 頃である、温度は25℃前後であった,

食事中 最 大値 1開 Os 最 小値 11675s  平 均値 1229s

安静時   ″   340s  〃   夕 .5 s    イ   31.ls

食事中を安静時と比較すると、かな り遅 く、拍動から次の拍動へ移るために要するのには約 24

sも かかる。

②  3種 のクモによる運動向後 と安静時の比較

a.コ ガタコガネグモ早成体

運動LrS後の測定日は 8月 20F]、安静時の測定は 8月 20、21、23、28日ぃ温度は29C～ 舞 3('.

このクモの場合の運動 というのは、管 どン内を往き来する程度である、‐

運動直後 技 大値 155s  最 小値 145s  平 均値 150s

安静時   ″  358s   ″  278s   〃  308s

b ジ ョロウグそ5齢 (体長 6 7Zr)

運動直後と安静時の測定 日は、 8月 L旬の 13日である。温度は31℃。

このクモの場合の運動というのは ,カ タコガネグモとlllじであるっ

運動向後 最 大値 16.2s  最 小値 105s  平 均値 14.9s

安静時      ″   25.Os       ″   12 0s       ″   16 3s

c 力 ′くキコマチグモ 6韓 成体 (体長1lr■17)

運動FJ後の測定は 8月 20日、安静時 8月 20、21日。温度29C tti後、

このクモの運動は、 ク子の人った管 ビンを5回 11ドに振るという外からの力に 1っ てr)たE動 :

運動庄後 最 大値 15.5s  片 1小値 150s  平 均値 153s

安静時    ″  290s   ″  24.4s      2574s こ のクモ,i不率好が晃られ,た―‐

安静時が速めのジョウグモ5齢 以外の■,ガタコカィグモ早成体、 う キ`コマチグモふば!成体十1、

運道直後は、安静時と比較して 2倍 の速さである。

運動後の平均値は、 3種 共約15fVr1/である。→
‐べてのクモの拍動を,つ 述!=の最高腰界は!(通十 イ

いるのだろうか。

③ナガヨガネグモ 6成 体の運動後の回復力

運動後の測定は 8月 20日、安静時の涙」定は 8月 20、21、23、24目。温度は29C～ 刃 3C.

運動は②のカバキコマチグモでや ったのと同じように、クモの入った管 ビンを5 111 ilドに/S‐え―t

いうもの命

運動向後、 1分 後、 2分後、 5分 後を淑1定。

安静時の平均値は、88 9 sで あり、運動直後は 23 2 s、 1分後は39 8 s、 2分 後50 s、 5 ' iィ1

6 5 , 7 sであった。

ナカ
ーヨガネグモは運動14後は安静時と比較するとかな り速くなるが、 1分 ～2分 の関に、ほ 1_

ど回復している。
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3)雄 雌による比較

ナガコカネグ壬の ?と 6の 成体、オオヒメグモ a成体と!tI成体、それぞれ夕を比ほした。

〇ナガヨガネグモの♀と6の 成体での比較

6の 測定は 8月 20、21、23、24日、 Pの 測定は8月 24日。温度は29C～ 力 5.Cし

6成体  最 大値 9125s  最 小値 73.2s  平 均値 889s

P成 ,卜      ′′   32 75s       ″   30 5s      ″   31 9s

Oオ オヒメグモ6成 体と♀亜成体での比較

谷♀共10月16日測定の温度は、22℃.

6成 体  最 大値 103.Os  最 小値 74.6s  平 均値 933s

P成 ,末      〃   104.35s       〃   97_ 5s      77  1o125s

ナガヨカネグモでは ?が 6の 2倍 半の速さであった。オオヒメグモでは大きなたはみられない。

4)令 による比較

ジョPウ グモ ( 5今 、 6令 、 ♀悼成体 )、 オオヒメクモ (幼生、 S  t l l成体、 6成 体 )の 2種 で調

べてみた。

①  シ ョロウダモ

測定は、 5令 、 6今 、嘔成体、すべて違 う月に行なったが、 3頭 共 8日 前後である。温度は郷～

31℃_

5今  最 大値 20 4 s    最 小値 17 0 s    平 均値 19 . O s

6イざ    〃   28 0s        〃    15 4s        〃    19.8s

亜成f4N早   ″   19 6s        ″    15 0s        〃    17.ls

は成体が 5令 、 6令 と比較十ると多少速めではあるが、大きな差ではないようである。

② オ オヒメグモ

源1定は、幼生 9亜 成体 合、成体 む、すべて違 う日に行なったが、 8月 L句である。温度は29～3 1

℃

幼生 ?       最1大fLg 55 25s     最′! lヽtf 44 0 s     ttr_J値45 05s

頓成体 6    ″  170s    〃  106s    〃  138 s

'電千本S         ″   57 4 s       〃   30 6s        〃   43 8 s

x亜 成体 6と 成体 6は 同じクモである。

幼生、威体の平均値は似かよっていたが、唖成体はかな り違 っていた中

5)温 度による比較

オオヒメグモ (ジ ョロウグモ )の 8月 のデーターと10月のデーターを比較する。

①  オ オヒメグモ

嘔成体 6、 成体 6は 8月 上旬に測定、温度 29131C。
)温度差 7～ 9℃

嘔成体♀、成体 6は 10月14日に測定、温度 22℃ .
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8ナJ… …叫i成体 3

10月 ……・ギ互成イ本♀

8 ナ〕… …ル〔イ小 tt

1 0月……成体 6

戊体、4 1成体 共1 0月の方かかな り遅い。成体 !は 8月 は1 0月の約 2 3倍 の速 さである。

O _ /ョ ロウクモ

8月 1 1旬に市成体 iを 淑1定、品i度郷
～ 3 1 C。 1 0月1 4月に対i成体 々を測定、l i l度2 2℃。 (温度

差 7～ 9 C )

8用 ……1声成体 J

1 0月… … 〃

8月 は1 0局の約 2 5倍 の速 さでレめる。 オオ ヒメクi l文体の場 合も約 2 3倍 である、十ホ:に■か1 ( ) C

た と2 5倍 程の速 さになるとい うのは他の ク■にも共通するのだろ うか、

6 )種 による比較

アンブ Ⅲにメグモ、キ ン イン■ゴ ミグモ、
iウズクモ、オオ ヒメーグモ、 1■ガタコガネグi、 じ メク

モ、ナカコカネクモ、 ジ 」ロウグモ、すべて成体で比歳 した.

アシフ トヒメダモ、■ 1 /メンキ ゴミグモ″)測定は 6月 5～ 9 1 1、 ヒメグを、ナカヨカネグモは、

7月 2 0日頃、2 7 C柱 で測定、オ十ヒ てグモ、 コカタコカネクモ、 とメク■、ナカ
i rヵネグ子は、 8

月 5～ 2 0日頃、2 9～3 1℃柱でl l l  l忙し、ジ Jウ クモは1 0月9日 、温度1 9℃て酒」定 した ,

殺大値 1 7 0 s

″  103 0 s

オ法ヴ(r庄574s

″  104 24s

力麦ブ〔何i19 6 s

/′   49 7 s

角支′1 1ヽ110 6 s

〃   74 5 ts

般小値 306s

″   97 5 s

技′」ヽ1に150s

〃 4 1 9 s

平均値 1 3 7 5 s

″   96 3 s

|ヽ'メJl互43 7 s

″  101,25s

平均値 1716s

″   43 99 s

卜l~エリ作成27 8 s

7   25 5 ド

23 8 s

43 5 s

″   30 8 s

〃  1 9 , 7 s

〃 3 1 . 9、

″ 牙 4 s

7 ラ フ トと すイ モ !

キ ン メ ン■ コ ミノモ i

ウ ス タモ 十

r i十ヒ イグ と'

1でガ タ 1 7カネクモ '

l ,メグ 考ヤ

ナ ガ I Pガネ グモ !

ジ 1〕ロウ ゲモ !

4 i大値 力 5 s

″ ガ 5 s

″   304 s

′′   57 4 s

上定/j1ヽ126 3 s

″   24 6 s

1 8 9 s

30,6 s

27 8 s35 8 s       〃

2 1 5 s

″   32 8 s

″   35 0 s

〃  1 6 5 s

″   30 5 s

″   30 5 s

拍動が速いクモはヒメクモで、遅いク子はオオヒメグモである。

コカタコガネグモとすカコカネクその F`均値は似ている。

まとめ

ク`をの拍r4 9″の研究を始めてまた問もないため、今Ll l lは中間報告という段階で、デ
ータ放も少

な くまとまった結果が得られなかった。しかし、テ
ータをまとめたことによって新らt′い活眼点が

生まれ、 1こ 招ャから、こ″)研究を先金なものにしたい
/1と いう意欲がわいてきたり
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ウ ラ シ マ グ モ   P ん r ″ 「ο′↓r ん″ s  乃 ` P P O た ↓C ″ s  の 飼 荷 1年  杉 崎るり

1)研 究のきっかけと動機

はじめ、なにげなく入 った■物研究部でしたが、自分のやれることは、なるべく積極的に参加し

てみようと考えていた所へ、先生から、 「クモを飼ってみないか。 Jと 勧められ、網をはる クモだ

と飼育の時にそれだけのスベースがないと困ると考え、網をはらない俳徊性のクモ類のウラフマク

モを飼育することにしました。

2)飼 育の記録

6月 24日のクモ調査の時に、平塚琵置青少年の家で8頭 、生け捕 りにしてきてもらいましたⅢこ

のウラツマグモ 8頭 を、血 1～ 陥 8と 呼ぶようにしましたり焔 1～ 肱 8の うち、焔 1、 2、 8の

3頭 が雄で、比 3、 4、 5、 6、 7の 5頭 がllrでした。ェサはショウショウバエなどを与えましたっ

このようにして、 6月 24日から8頭 のウランマクモの飼育をしましたが、そのうちの、特に変化の

多かった、肱 3と 肱 4と 脇 7の 3頭 のことに関して、まとめます。比 7は 、生じ捕 つにした時に交

接していたそうなので、交接の日がわかっています。

6月 2 5日 比 4が 1つ 日の卵のうを管 ビンの底の所に作る。卵のうは、員中あた りが少しパ、く

らんでいる、高形 5伽 ぐらいの円形で、オレシジとピンクを合わせたような色をし

ている。

脇 3が 1つ 日の卵のうを作る。肱 4と 141様、管 ビンの底の所に作る()

焔 7が 1つ 目の卵のうを作る。交接から4日 後。この統 7の 管 ビンには、交接して

いたまるまった枯れ葉を、そのまま入れたので、その粘れ実の内側に作 った。

品 7が 2つ 日の卵のうを作る。交核から8日 後。作 った場所は、 1つ 日とは遊 う枯

れ策の内側。

焔 3が 2つ 目の卵のうを作る。 1つ 日のすぐとなりに作 ったので1/N別しにくい。

肱 3が 3つ 日の卯のケを作る。また、とな りにならべて作る。

7日 から14日までに、肱 3が 4つ 日、 5つ 目の卵のうを作る。みんな、ならべて作

るので、区別しにくく、 4つ 目をいつ作 ったのか、わからなかった。 しかし、そん

なに前ではないと思う。

初めて、子供が出のうした。Ar2 3が5頭 、肱 4が 1頭 、焔 7も 1頭。卵のうを作 っ

てから、21～24日たっている。 1頭ずつ分けて、管 ビンに入れるり脇 7の 子グモは、

アルコール標本にした。夜、見てみると肱 3の 子が 1頭、逃げたらしく4頭 しかい

ない。

焔 3の 子 クモが 1頭 、生まれた。 しかし、焔 4の 子グモは、死んでしまったっ

脇 7の 子クモが 3頭 、出のうした。たぶん 2つ 日のJllのうからだと思う。 2つ 日の

リロのうを作 ってからは、19日間たっている。

6月 2 6日

6月 2 8日

7月  2  日

7月  5  日

7月  6  日

7月 1 4日

7月 1 9日

7月 2 0日

7月 2 1日
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7月 2 2日

7月 2 3日

7月 2 5日

7月 2 7日

脇 3が 6つ 周の卵のうを作る。今までならべて作った卵のうの向かい側の管 ビンの

底に作る。 7月 1 9日に出のうした比 3の 子グモを逃がしてしまった。

焔 3の 子 グモが4頭 、出のうした。 しかし、 子 グモより′J さヽなエサか見つからない

のでかな り死んでしまった。焔 3の 子グモは、 7月 1 9日に出のうした子が 2頭 、20

日に出のうした子が 1頭、死んだ。陥 7は 、 7月 2 1日に出のうした千グそが 2頭 ヒ々

んだ。だから、今生きている子グモは、 7月 1 9日に 1頭、23日に4頭 出のうした砿

3の 子 グモと、 7月 2 1日にI Jのうした、血 7の 子グモ 1頭たけであるぃ

7月 1 9日に出のうした陥 3の 子グモと、21日の脇 7の 子 グモが死んだっ

子グモが全部、妃んでしノまった。

3)ま とめと今後の課題

1卵 のう当た 9の 出のう頭教は、焔 3が 1～ 2頭 、陥 4が 1頭 、焔 7が 2頭 でした。 1つ の卵の

うから10頭 く
ヾ
らいは、出のうしてくるかと予想していたので、思 ったより少なかったな、とはい

ました。肱 5も 卵のうを 1つ 作 りましたが、観察のため、 7月 16日に解剖してみました。そして、

す口のうの中のリロの教も21固しかな▼ヽこと力i分か りました()こ 7)ことには、 私 自身、 た ヤヽへんおどろ

きました。友達が飼育していたクそは、独 十頭という数の子グモが出のうしてきたF)に、ウラヤマ

グモは卵自体が少なかったからです。J さヽい虫だから、 とてもたくさん子供を作る、 という7、の考

えはみごとにくずされまとノた0し かし、何か新しいことを見つけたようで少しうれしい感じがしま

した。

今後の課題は、子クモよりJ さヽい虫をつかまえられなかったことから、十クをを全部、死なせて

しまったので、今度は小さいクモでも子グモでも小さい虫をつかまえて、育ててや つたいというこ

とです。自然の中から採集してきてしまって、その子係を残してやれなかったことをくやしくはか

ます。この次は今回より、もっともっとがんばりたいです。

珊 ワ シグモ3種 の飼育

1)き っかけと動機

1年   渋 谷暁イ

私は高校に入 り、生物研究部へ入部した。始めは、何をやったらよいかわからず、取 りあえず平

塚でのクモの採集会に参加してみた。生物研究部では、平塚の博物館の手伝いをしているのである。

すると嫌いだったはずのクモに興味を持ちはじめた。 6月 1 4日に、私の家で′ヽエ トリクモのおす

を捕えた。そのクモは白と黒のまだらの模様で、気に入ったので飼育してみようと思 った。名前を

調べてみると、メガネアサヒハエ トリだとわかった。ブラスチ ックの小さな透明のケースの中で飼

育し始めた。エサは、ショウジョウノミエを与えた。ハエ トリグモは、比較的飼育しやすいクモのは

ずであったが、
一週間もすると死んでしまった。 とても残念で悲しかった。エサも毎日字えていた

のに、なぜ死んでしまったのだろう。途中で死なせてしまった無念さから、また何か飼育してみた

いと|まった()
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2)βd育した クモと飼育の方lrji

6月 2 4日にF塚 でワングi狂1のクモを5頭 採集した(】区別するために|つ 存ヽL佃 体に,記ぢをつ||

たこ.)

りのつのがめすで、0が お十だったっ小さな待 ビンの中に 1頭ずつ人れ,Aう育をした十Ⅲエサにはン

ョウショウパユやショロウク■、クサグモ竿の幼体を,え た。戊体l■普投はシ亨ウショウ/f工たと

rt/くている時間は約40分、30分君せたつと、 エ サを持ちかえな力とら4 さヽくまるめてしまい、 そ オl夕を10

竹 くらい続けてからはなす。幼体のエサには、夜になると電気に生まってくる小さい虫をケえたⅢ

(幼体が 4令 になってからは、ジョウジョウバエをエサェして与えた )

匂iんでしまったせ)のは、アルコールにつけて標本にとフた。

成14 Nのの匂オヤよそれそれタリリク)うをつくったちその 3種 について1可定してもらったところ、
`′
' ! tク

iコⅢャケツ、リクせ、のはケムリクモの一種、のは メキ リク■の
一柿たということたった。IⅢとにノて

いさった林俊夫さんに感謝しますィ)

3 )ク ロチ ヤケン、リクモ Z月 のr  c  t t  αざr a F r C r S

6月 2 4 H… 平塚びお声少年の家で採実( ,

7月 1 1口 …卵のうを作 った。卵のうの色は濃い朱色で形はおわんのような形のものが 1個、ネ

につなが才iて、浮かんでいるィ)

7月 1 5を1～ 1 8日  =サ を食べない。なぜエサを,え ていたのに食べなかったのたろう,

7月 1 8日 …タビんでしまった(―

7月 2 2日 …卵のうが黒すんできた、|

7月 3 1日  r '■ かアi二まオ↓た)令 部で7頭 たった1 ,規クモに似ていて体行体か無く、元低かよ

い !と てもうれ′しかった.生 まねた子 グモは小さな管 ビンに 2頭 ずつ分けた1 ,イl iま

オiてかヽ5「]明ほど、私はユサを与えなかった。 (幼体が小さいので、何を工中に

と/たらよいかわからなかったからである )その間に 1年食いを[ /て
/ 7 _んてし,ま ,たの

か 2万 、イ見った 5頭 は比 1～肱 5と イ) q体に番号をすヽ」ヤすて飼市
‐
した。

8月 8限 …焔 5が 死んでしまったて|

8月 1 0日 `ハよ4が 死んでしまったっ

8月 19日 …Ⅲ協 1 ・血 3が 1脱皮した。 (3令 )

8月 22日 …比 3が 死んでしまった。 (残 ったのは肱 1と M2で 焔 1は とても元気がよい )

9月 3 日  体 長を測ってみたし協 1(3令 )0刻 `コ。比 2(2今 )0285伽

9月 8 日 一Mlが 悦皮した (4令 )

9月 21日 …肱 1が 脱茂L夕た.(5令 )

10月 4 日  1沈皮したっ (6令 )

4 )ケ ノ、リグモの一術  み ′o r Cド ″ヽ

6月 2 4目  i l i塚にて採生ィ小
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個体によってエサの食べ方に特徴があるのだろうかっこの成体は食べたあとの力す

を、うすいパ、くろ状の網の中にかくしてしまう。他のクモはそのようにしていなか

ったので面白いと|よった。

7月  9 El… J口のうがつくってあるのに気がついた.)リロのうは、 ク ロチャケン、リクモ″,りp″)うと

よく似ている.(色 は濃い朱色でおわたノのような形をした物が 1個 糸につなかれて

浮かんでいる )にンかとン、クロチ ヤケノ、リグモの卵のうよつ少したきく、門″)F:ffが

074例 である。

7月 11日 …卵のうの色が少し茶色っぼ く変わってきたっ

7月 13日 …成1体はにげてしまった。

7月 22日 …卵のうが爆ずんできたっ

8月 1 日 …t弁グモがイ!:まれ,た|1令市;で1 6 rli十幼十1は機 グtに llAていて食体■||いヽⅢ

管 ビンに2頭 ずつ分け、共食い、またはタヒんてしまったものがあり8月 19日で残っ

たのは 2頭 だった。 2頭 をそれそれ比 6、 肱 7と rr')をイヽ1けて飼荷を続けた。

8月 21日 …肱 6に エサをケえるとき、縮ヤこはさま 、てし′すい、)とが 4本 に■ ってtま った 4 Flt

右の第 4脚 がぬけてしまった )

8月 31日 …肱 7が 脱皮をした (3令 )

9月 3 日 …体長をはかってみた。肱 6(2令 )→ 0285V7(】肱 7(3令 )→ 0265これ,

クロチャケノ、リグモ lll様に、なぜ成長の遅い方が大きいのか不思議だとはい、先生

に言ってみると、そね′は1[tフく、脱皮の前は頭胸剤3と腹部の間が長くな り、脱皮後

は縮むためにこのようになるということたった 1

また、比 61t足 が 4本 にな ってt/ま1,たけれとも1比皮をするとナせが!ltてくると↓ヽう

こともわかった。比 6の 地ヽ度も、そろそろだと思うと、とても楽しみだ った

9月 8 日 …肱 6が 3日 程前かデラエサを食べなくなャ,たので脱'ヤをするだろうと'よっていたら死

んでしまった。 とてもな念であった.し かしなぜ死スフでしまったのだろうか |

9月 10日 …挽 7が 死んでtンまったの最近工すを与えていなかったか fったろう。 7、のためにIL‐な

せてしまったと思うと、とても悲しかったっ

5)メ キ リグモの一種   C,α Pんっ、a sp.

6月 24日 …平塚にて採集1,

7月  1 日 …卵のうをつくったっ卵のうは白く Fヽたいもので、管 ビンにつけられている。

7月 7 日 … 2番 日のり担のうをつくった。

7月 10日 …3番 日の卵のうをつくった。

7月 15日 …成体はタビんでしまったィ,1番 日の卵のうがナ!、1っぼ くなっていたので顕微競で見てみ

たら2頭 見えた。

7月 19日 … 1番 日の卵のうがかえったっ幼体は腹部が白く、足と頭の所が透明のような仄色で、

全調!で20頭 た った。少し弱々1夕く感じた。管 ビンのO～ ②には 2頭 ずつ入れ、⑤
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の 1本 の管 ビンには 8頭 入れたっ

7月 21日  …2番 ilの'pの うが共1っヤゴくなってヤヽた。

7月 22日 …①～⑥までは共食いをして 1頭 ずつになっていた。 8頭 入れておいたのは共食いを

して 4頭 になっていた。

7月 24日 …①②141⑤⑤が死んでしまった。 ケえていたエサを食べていない様たった。

7月 26日 …⑥が死んでしまったの

7月 27日 … 2番 目の卵のうがかえったっ 3番 11の卵のうからも同時にかえったので、 どっちか

わからなくなってしまったが「JR方あわせて 32頭 だった。

7月 31日 … 1番 日のFlのうから生まれたものは全部死んでし″まった。

2番 の卵のうと3番 目の卵のうからかえった幼体で残 ったのは 4頭 になってしまっ

たっ個体に(D～④ と番号を付けて飼育を続けたっ

この幼体は、弱かったらしく、私が与えたエサは食べず、すぐに死んでし′まった。

6)ま とめと今後の課題

脱皮の数日程前になると、近 くにエサがあっても食べようとはせず、脱皮が終わるとよく食べる

ようになる。脱皮をする時は、自分の体が入るくらいのパ、くろ状の網をつくり、その中でじっとし

ている事が多くなる。そして、その中で脱皮をするのであるの脱皮前にはエサを食べないように、

クモにとって脱皮とは、■きていく上でとても唾大な事なのだろうⅢ

また、エサをよく食べるようになるのは、産卵のち日程前であるぅエサのクサグモの幼体を
一頭

だけ人れておくと、いつまでも長い時間持 ったままで、もう一頭入れ,ると、それははなしてしまい

次のエサに飛び付いた。

これからは、まず
一頭だけになってしまったクロチヤケムリグモの幼体を成体になるまで育てる

ことである。一体、何回悦皮をして成体になるのたろうか? こ のことも調べたいと思う。

そして、今までに観察の出来なかった脱皮の時の行動など、まだ飼育期間が炉かいために、不十

分な事がたくさんある。他の種のクモも飼育し、とのような生活の違いがあるのか観察してみたい

Ad育を続ける
「
ますは、容易ではないと思うが、しっかりやっていきたいと思つっ
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N ア オオビハユ トリの出のう数 2年   天 野 智 枝

6月 2 4日 にマ塚びわ青少年の家で採集したアオオビハエ トリ成体を飼育したところ、卵のうを

作 り、出のうしたので報告する。 早1は 6月 2 8日 に卵のうを作 った。 7月 3日 にゴキブリによる

飼育容器の破壊で親が迷送 したっ 7月 1 9日 にD l lのうをあけてみたところ、幼生が 12頭 いた,Vヽ

くつか脱皮被があり、 21日 にも脱皮殻が見られた為、 「度 2令 になる頃だったと思われる。 02

は卵のうを6月 2 9日 に作 り、 7月 2 2日 に住居から外へ出てきた。それまではず っと住居内で卵

のうを抱えていたのである(1この卵のうからは、 7月 2 6日 に 1 9頭 の幼生が出のうした。幼生に

オオLメ グモの幼生を餌として与えたところ、みな糸にかかってタビんでしまったの

また、成体のや谷ともに餌としてはケえたアリを忌避し、シ・ウジョウバエを取 った。

V tt f舌会の観察会に参加して 1年  井 上 美 樹

7月 15日 、晴天.8時 13分 に阿部由美子さんと小四原駅に若 くの集合場所の伝言板の前で露

木孝子さんと会う。 Fヽ塚の採実会に参加する予定たった杉崎ろ りさんもいる。平琢の集合時刻に問

に合わなかったそうで、私達と
一緒に行くことになる。

8時 20分 先の小Fl急に乗車、 9時 30分 に向ケ丘遊園駅に到着。改札を出ると、風がとても涼

しい。 10時 に談話会の人々と会う。 20名 程の団体となるっ

駅から少し歩いた道路わきで、橋とせきの間に4純 程のオニグモの細を見つける。ある程度成長

すると網をは り持えなくなることを教えていただくぃ桝形山へ上 りはじめ、採柴を開始する1)

とばたでは ヒメグモ、 ヨ クサグを、広柄寺の境内では力
f'■
グモ、 コ アカクロミシングモなとを

採集. ミジングモの類は額が突出しているぅ途中、ヨタンハユ トリは、赤い常が 4段 あるため、ヨ

ク/と いう名が付け「〕れていること、カイカラフ、ラは書虫だが、案を散布しても効果がなく、ディ

ールスで退治すること、センショウクモの卵のうはオレンジ色で形は花のつぼみのようで周 りには

細い糸がからみついていること、ウズキヨモリグモは、第 1・ 第 3脚 の先に細かい毛の束があるこ

となど、興味深いことを教えていただいた。 メスジロハエ トリのオス ・メス両方見るっ南方にいる

クをで名の通 り、 メスは白く、オスは黒 と女の縦縞をしている。オスは杉崎さんがまず見つけたっ

頂上の公園で昼食。 12時 40分 から採集したクその中間発表を行う。名だけでは分らないクモ

も多いが、白分の採集したクモや、はっきり覚えているクモなどが呼ばれると、とてもうれ夕しく思

う。

午後は山を 下り、木道を通る。オオ トリノフンダマシやウロヨアシナガグモを見た。植物も教え

ていただいたっ桃色のチグケサン、オカトラノオ、ハキダメキクなど。休憩の際、高橋桂さんが採

った狩 リバチの巣を見せていただいた。これは管 ビンに入れて持ち帰 った。 10個 の泥製のつばに

はササグモや ′ヽエ トリが麻酔 されて入っていたら後でピソン属のハチが出た。

下の広場に出ると、池のぢ、ちで上中のクモを探し始める。 アリにクモが食べられているのも観察

した。駐車場でクモ合わせをし、合宿の連絡があった。街へ出て、駅へと向った。 4時 頃である。

-38-


